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はじめに
本稿の目的は、教職履修生のいじめ問題に対する基本認識から教職履修生のいじめ問題に
関連する教職の授業内容を再検討することである。いじめ問題については、 年東京都中
野区立中野富士見中学校事件を機に、生徒間トラブルとしての観点も含め、様々な研究がす
すめられている。法制度や人権の視点から学校のあるべき対応を問うたもの ）、学校での対
策や防止に特化したもの ）、いじめ自死連鎖防止のためのソリューションバンク（いじめ問
題の成功事例のネットワーク・データベース））、また構築主義の視点から 語り を通じ
ていじめを分析したもの ）、日本のいじめの特徴等 ）、多種多様な視点の研究がなされてい
る。いじめ問題への具体的対応については、平成 年の教育再生実行会議において いじめ
は絶対に許されない いじめは卑怯な行為である 等の提言 ）、そして同年のいじめ防止
対策推進法から、学校現場でのいじめ対応についてはきめ細やかな具体的対応策が提示され
ている。
このように、いじめに関連する数多くの研究、施策がすすめられ、様々な視座からの有益
な研究が報告されている。しかし、そのような研究、施策にもかかわらず、いじめによる自
殺案件は相変わらず後を絶たない（表 ）。このような状況から、筆者はいじめ問題の本質
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は北沢毅が提唱するように、いじめによる自死という現象に収斂されると考える ）。その理
由としては、今後もいじめは無くならないだろうし、どれだけ教師が注意深く関わっていて
も、その発見が困難な場合もあると考えられるからである。
精神分析学の視点からもいじめを 妬み というキー概念を用いその心的過程を解き明か
しているが ）、妬みが誰もが抱く本能欲求と考えると、いじめが皆無になることはありえな
い。
またいじめの発見も困難で、いじめに気が付かない教師も少なくはない ）。平成 年度の
文部科学省の報告においても、いじめの発見者の教師の割合は小、中、高校平均して ％で
あった ）。これによると教師以外では、本人からの訴え ％、当該児童生徒（本人）の保
護者からの訴え ％、児童生徒（本人を除く）からの情報 ％、保護者（本人の保護者
を除く）からの情報 ％となっており、 人に 人は教師以外からの発見、訴えになって
いる。
また斎藤環はいじめの段階論で示された 透明化 という概念からいじめの見えにくさを
説明している ）。 透明化 とは中井久夫が示した概念で、いじめが権力に関係することか
ら、政治学に倣い、いじめを政治的隷従、奴隷化の過程として分析している ）。この隷従、
奴隷化の過程が、孤立化、無力化、透明化であり、最後の透明化の段階においては、周囲も
あえて被害者を見ないという非選択的集中という心理過程になるという。本人も大人の前で
加害者と楽しそうに遊んでみせることを無意識的に見せ、周囲にはいじめが見えない、また
あえて見ない状態になる。いじめられっ子の心理過程においても、自分が家族にいじめられ
ている事実を最後まで見せたくないわけで、その誇りが失われる時が自殺になる。
筆者のスクールカウンセラー業務を通じての個人的体験になるが、いじめられっ子はその
被害をなかなか語ってくれない。不登校生徒で、本人特性と家族に原因があると見立ててい
たケースが、その後不登校の一要因として、いじめ被害があったことを何気なく語ってくれ
ることがある。このようなエピソードはいじめられっ子の心理過程として、いじめられてい
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）文部科学省初等中等教育局児童生徒課 平成 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査 における いじめ に関する調査結果について 平成 年、
（最終閲覧 年 月 日）。
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表 いじめによる自殺者数
増田健太郎 いじめ・自殺の現状と対応 臨床心理学 第 巻第 号 頁、 年に警察庁
統計平成 、 年を加え作成
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ることの自認と告知ほど苦痛で困難なことはないことを示唆している。
表 は教職履修生を対象とした、 年から 年に実施した主張性行動に関する調査から
の回答例である ）。「他者にプラスストロークが必要な時」というのは、他者に好意や助けが
欲しい時という意味でもあり、表 はそれらの好意や助けが欲しくても、それを求められな
い理由の回答例になる。回答例からも理解できるように、教職履修生においても他者への支
援の要請に躊躇するわけで、ましてやいじめられっ子においては、いじめに遭っていてもそ
れを主張することは至難の技で、いじめの発見の難しさが想像できる。
以上のことから、いじめ
は今後も無くならないだろ
うし、またその発見も難し
い。したがって、肝心なこ
とは、いじめが生起した時
に、その事態が自殺という
重大事案に至らない予防策
をとることが最重要の課題
になる。
このような状況を鑑みる
とき、北沢毅の いじめを
なくせという考え方を転換
し、いじめは死に値する苦
しみであるという認識それ
自体を解体し、いじめが自殺に結びつかない意味世界を再構成できれば、原理的にいじめ自
殺を根絶することができるはず という提唱は ）、いじめ自殺問題を解決する有効な方法と
考える。いじめられっ子がいじめ被害にあっている時に、 いじめ苦が自死に値しないこと
である という確固たる観念、認識を想起できれば、確実に自死を防げるのではないか。
本論は以上のような いじめ苦は自死に値しない という理念に沿って、教職履修者のい
じめに関する基本的認識を考察し、教職関連の授業内容の再検討を目的とする。とりわけ、
いじめ問題が議論されはじめた 年代半ば頃から提唱されていた、 弱い立場においた者
をいじめることは、人間として絶対に許されない いじめられる子にも問題があるという
考えは絶対に容認できない いじめは いじめる側が悪い いじめられっ子を爪の先
ほどにも責めない という理念に焦点をあて分析をすすめたい ）。
これらの考え方、理念は いじめ苦は自殺に値しない という認識を支えるもので、いじ
め問題の対処方法として最も重要な核になると考える。もし、いじめられる原因が ％でも
その本人に原因があると考えてしまうと、いじめられるのは仕方がない（いじめ苦は当然）
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）例えば、坂本昇一 いま一人ひとりが行動するとき いじめ 撃退の構造 中学教育 月号増刊 小
学館、 年、 頁や山崎房一 いじめない、いじめられない育て方 文庫、 年、 頁を参
照。
表 他者にプラスストロークが必要なときに求められない理由
という、負のいじめスパイラルに入ってしまう。山崎房一が いじめの恐さはその加虐性よ
り、いじめられた子が自分で自分を傷つける自傷行為 と述べるように ）、いじめられっ子
にもいじめの責があるという考え方が採用されると、いじめ苦も当然の返報になってしま
う。しかし、そもそも いじめられること自体が、おかしい、自分に全く非は無い いじ
めは 、いじめっ子に非がある という観念、考え方がインプットされていれば、 いじ
め苦 自体が矛盾したものになり、いじめは起こっても、また一時的ないじめ苦は生起する
だろうが、自死に至ることは限りなく逓減できるのではないだろうか。
ただ一方で、このような考え方はその正当性が評価されてきたにもかかわらず、教師や保
護者も含めた社会一般において、 徹底されたものでもない ）。つまり、いじめられる
側にも何か問題、課題があり、そのことも含んだ上でいじめ事案を対処する必要があるので
は、という認識がまだまだ根強く残っている。筆者は、この考え方、評価を払拭すること
も、 いじめ苦は自殺に値するものではない という意味世界を作るものと考える。
方 法
いじめられっ子にも問題があるという考えの否定 いじめ問題はいじめっ子側が ％
悪い という理念、考え方を中心に、教職履修者のいじめに対する基本的認識について以下
の方法で質問紙調査を実施した。
教職履修生のいじめ問題の基礎的認識に関する質問紙調査の実施
調査時期 年 月より 年 月まで
調査対象 筆者が担当する大阪府 大学及び兵庫県 大学の教職課程履修者、 年生から
年生、科目等履修生、男性 、女性 、計 名。いじめに関する研究資
料としての調査趣旨を説明し、授業内に任意回答の形式で実施した。
質問紙の概要
以下のような質問内容で実施した。回答は 件法で答えてもらい、一部は自由記述での
回答を実施した。
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）山崎房一 いじめない、いじめられない育て方 文庫、 年、 頁。
）北沢毅、前掲、 頁。
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結 果
質問紙調査の結果が表 から表 である。半数近くの履修生が中学時代には、いじめっ
子、いじめられっ子の友人等を持っており、多くは 学校 を中心に行われていた
（表 ，表 ，表 ）。その時に友人として何かできたかというと、半数以上のものがかか
わりを持てないでいた（表 ）。いじめっ子に対しては ％の者が何も注意等出来ないまま
でいた（表 ）。
当時の学校や先生の対応、また予防対策に対しては、半数近くは否定的にとらえている
（表 、表 ）。いじめ問題に対しては、 ％近くが解決は難しい問題であるととらえ（表
）、将来教員になった時いじめ問題の解決に対して半数弱が 自信が無い と回答した（表
）。本論の中心的テーマである、 いじめはいじめっこが ％悪い という理念・考え方
に 理解できる と回答したものは ％であった（表 ）。教員になった場合、いじめ、不
登校、非行・反社会的行動のどの問題に最も力点をおきたいかという問いには、 番目い
じめ、 番目不登校、 番目非行・反社会的行動 の順としたものが一番多く ％あった。
質問紙の内容
出身中学校、高等学校の公立・私立の別。
以下 から は中学・高校時代別に回答。
いじめられっ子の有無、被害の場所（学校、ネット空間、両方）。
いじめっ子の有無、加害の場所（学校、ネット空間、両方）。
いじめられっ子に友人として相談にのる、先生に知らせる等の支援、援助ができたか。
いじめっ子がいた場合に注意等ができたか。
学校や先生の対応はどうだったか。
学校やクラスでいじめ予防等の対策はできていたか。
いじめ問題は今後解決していくと思う？
教員になった場合 いじめ 問題を解決していく自信はある？
いじめ はいじめっ子が ％悪いという視点に立って対応するという考えがあります
が、この考えをどのように思うか？
あなたが担任になった場合、クラス内で何か いじめ の対応策をキーワード用い 字以
内で考えてください。
あなたが校長になった場合、学校全体として何か いじめ の対応策を 字 字以内
で考えてください。
生徒指導上、次の中から、あなたの最も力を注ぎたいものに順位をつけるとしたらどのよ
うになる？非行・反社会問題（ ） 不登校（ ） いじめ（ ）
上記 から の質問に対して以下のような 件法で回答を求めた。
十分対応していた まあまあ あまり 不十分
はい（自信あり） まあまあ あまり いいえ（自信はない）
はい（解決していく） まあまあ あまり いいえ（解決はない）
理解できる まあまあ あまり 理解しがたい
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表 いじめられっ子の有無（中学時代） 表 いじめられていた場所（中学時代）
表 誰がいじめられていた（中学時代） 表 いじめっ子の有無（中学時代）
表 誰がいじめていた？（中学時代） 表 いじめていた場所（中学時代）
表 いじめられっ子に友人として何かでき
た？（中学時代）
表 いじめっ子に対し注意等何かできた？
（中学時代）
表 学校や先生の対応（中学時代） 表 学校でいじめ予防等の対策はできてい
た？（中学時代）
表 今後いじめ問題は解決すると思う？ 表 いじめ解決への自身の有無
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表 のカイ 乗検定
表 いじめっ子は ％悪い という理念、
考え方への評価
表 いじめっ子は ％悪い という考え
方、理念と中学校、公立・私立の別
表 いじめっ子は ％悪い という考え
方、理念と学校や先生（中学校）の対応
表 将来教師になったら最も力点をおきたい
指導は？
表 の対称性による類似度
表 のカイ 乗検定
表 の対称性による類似度
次に 番目いじめ、 番目非行・反社会的行動、 番目不登校 で ％、 いじめ問
題 を第 番目にあげた者が全体の ％近くあった。
いじめはいじめっ子が ％悪い に焦点をあて、上記の質問項目とクロス集計を実施
した場合、 出身中学の公立・私立の別 において ％水準で有意な差が認められた（表
）。ここでは、私立中学出身者が公立出身者に比べその理解の程度が高かった。
また、いじめへの予防対策や先生の対応がよりとれている学校と、 いじめはいじめっ子
が ％悪い の理解度において関連があると推察できる（表 、 ％水準で有意な差、表
、先生の対応がよりとれていた学校では ％水準には至らなかったが）。
なお今回の報告では、高校時代の友人に、いじめられっ子、いじめっ子がいたと回答した
者が少数（いじめられっ子 ％、いじめっ子 ％）であったため、中学時代の結果のみ
を掲載、分析した。
考 察
教職履修者のいじめ問題に対する認識から
今後、いじめ問題が解決するかという問いに対して、 ％以上が非常に困難であると認識
している（表 ）。この結果は、いじめ問題の解決は難しく今後もこの問題は生起していくも
のと認識していると推察できる。また、その解決についての自信の有無については、 ％は
自身ありと答えたが、約 ％は自信が無いと回答している。このことからも大学の教員養成
段階においてその解決方法の基本軸の指導の必要性を感じた。
また、いじめ問題解決の核になる理念である いじめはいじめっ子が ％悪い という
認識についても ％しか 理解できる と回答していないことや（表 ）、出身中学の公立・
私立の違い、いじめ問題への学校や先生の関心度、予防策等の有無でその理解度において有
意な差が認められていることからも、大学での養成段階や小・中・高校において心理教育の
場を用意していけば、いじめ自殺問題への有益な方法になると考える。調査自体がいじめを
テーマとしているので、回答にバイアスがあったかもしれないが、教員になった時に最も解
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表 いじめっ子は ％悪い という考え
方、理念といじめ予防等の対策
表 の対称性による類似度
表 のカイ 乗検定
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決したい課題として いじめ が最上位にあがっていることからも、養成段階での指導の必
要性を感じる。
教職課程における授業改善
教職履修者の ％しか いじめはいじめっ子が ％悪い という認識が持てていないこ
とから、まずはこの認識の重要性を徹底する授業の実施が必要と考える。また、いじめ問題
がいじめ自死の撲滅という点にあるとすれば、いじめられっ子の自死への負のスパイラルを
断ち切るために、周囲の大人の理解が必要不可決という認識を高める内容も必要である。い
ずれにせよ いじめ苦は死に値しない 、 いじめられている君は全く悪くない。悪いのはい
じめている方だよ といった理念、評価の重要性を促進する授業の実施が求められる。
また、表 、表 の結果から（いじめられている子に友人として何かできた？ できない
％ 、いじめっ子に注意等できた？ できない ％ ）、教職履修生においても、中学
時代は いじめの四層構造論（いじめはいじめっ子、いじめられっ子、観客、傍観者の四層
で形成されるという理論） でいう、いわゆる 傍観者 に多くがいたことがわかる。日本
弁護士連合会では、いじめ予防のための授業案として、 傍観者 こそがいじめをストップ
させる最も重要な人物とし、クラスの多数者である 傍観者 に焦点をあてる授業を紹介し
ている ）。教職履修生でさえ大多数が傍観者であったという点からも、傍観者に焦点をあて
た授業内容も養成段階においても組み込む必要性があると考える。
今後の課題としては、本稿では報告できなかった、自分が担任や管理職になった時の対応
策の分析（自由記述の類型化）と、 いじめは いじめっ子が悪い という理念に対し
て否定的認識に至る理由の分析を試みる。
）日本弁護士連合会子どもの権利委員会編、前掲、 頁。ここでは四層構造をドラえもんの登場人
物（いじめっ子・ジャイアン、いじめられっ子・のび太、観客・スネ夫、傍観者・しずかちゃん）にたと
え、傍観者であるしずかちゃんが一番いじめをなくす力があるとする。

